
 平成２７年・２８年・２９年度 

石川県教育委員会指定 

「学びの組織的実践推進事業」 

  研究主題 

   確かな学力の育成  
～分業・共有・PDCA サイクルの 

確立を通して～ 

めざす児童像 

・「わかった」「できた」と実感し、 

主体的に学ぶことができる子 

・お互いの考えを伝えたり聞いたり 

し合う中で、学び合うことの楽しさ 

を味わえる子 

・学習の楽しさやよさに気付き、 

生かしていくことができる子 

 

平成２９年１０月１７日（火） 

中能登町立鹿島小学校 

 

 

組 織 図 

総括チーム（管理職・教務・研究主任） 

○学校長 ・学校目標の設定 ・指示 

・モニタリング  ・成果の発

信 

調査・評価部会（集計・分析・検証） 

○教務主任 

・学力調査等の集計・分析 
・課題の明確化  

目標 ― 現状 
        ↓ 

課題 
・検証 

 

研究推進部会 

○研究主任 

・学力向上プラン 
（改善プラン）の 
提案 

 
 
 
・ＯＪＴ等による 

指導力改善 

 
学びの土台部会 
○学力向上担当 
・プランの実施 
・学習規律 
・学習基盤 

 
授業研究部会 
○指導力向上担当 
・プランの実施 
・授業研究 

集計 
分析 

Ｃ 

Ｐ Ａ 

研修 
支援 

Ｄ Ｄ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学力向上プラン 指導力向上プラン 

長期目標 各種調査問題で通過率 基礎・基本 80％以上  活用 70％ 以上 

中期目標1学期 自校作成活用問題    通過率７５％以上 国語科・算数科思考型授業（単元２割）  達成率 80％ 

    ２学期 自校作成活用問題    通過率８０％以上 国語科・算数科思考型授業（単元２割）   達成率 85％ 

    ３学期 自校作成活用問題    通過率８５％以上 国語科・算数科思考型授業（単元２割）  達成率 90％ 

短期目標  月毎の取組の確実な実践（９０％）（学力向上ロードマップでチェック） 

 
 

集計・分析 ４月 

 
 PA 
【授業研究】 

・思考型授業を組み入れた単元計画 

・単元ゴールの可視化・共有化 

・対話のある学び合い 

 

【学びの土台】 

・コミュニケーションスキルトレーニング 

・条件作文   ・学習用語貯金 

・学習規律   ・マンツーマン補充タイム 

・家庭学習の充実 

（パワーアップ週間・思い出しノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ばっちり大作戦 

・パワーアップ週間 

・帯タイム進度調査 

 

 
 Ｄ 

 ８月 集計・分析 

・自校作成活用力テスト 

・コンセプトマップ 

・条件作文 

・ビデオでの変容 

・ノート調査 変容 

研修 
支援 

 
 Ｃ 

研究推進部会 

授業研究部会 

学びの土台部会 

調査・評価部会 

調査・評価部会 

【目標値】基礎・基本 80％  活用 70％ 

どの学年の、どの単元で 

重点的に指導するかを明確に！ 
Ｂ問題は 

目標値に達せず 

 

Ａ問題は 

目標値に達する 

 

全教職員で共通の取組を！ 

学びを振り返った 

思い出しノート 

 

・モデルの提示 

・板書のファイリング 

・授業チェックシート 

・相互授業参観 

 

 

国語Ａ 算数Ａ 国語Ｂ 算数Ｂ

無回答率減少 

学校・学年で 

共通の取組を！ 



 

  
 

○単元ゴールの可視化・共有化による 

学力の向上 

○対話のある学び合いによる学習意欲

の向上 

○ばっちりタイム・ミニミニ会議による 

共通理解・共通実践の深まり 

１サイクル目の成果 

 

○付けたい力に合った言語活動、活用 

問題の設定 

○Ｄ層への対応の工夫 

〇対話力を付けるための取組の工夫 

○Ｄ層への対応の工夫 

 

 

１サイクル目の課題 

後期学力向上プラン 

（２サイクル目の改善点） 
○課題克服ばっちりシートの活用の工夫 

〇ビデオによるコミュニケーションスキル 

トレーニングの充実 

 

全国学力学習状況調査 県基礎学力調査 

 

○理解型・思考型授業による児童の確かな学力の定着 

○ばっちり大作戦等による学習の構えの確立 

○学力向上ロードマップの活用による、教員の学力向上への意識の高まり 

 

 

○適用問題・活用問題の工夫による児童の更なる学力の向上       

○学び合う場の充実による主体的・対話的で深い学びの実現 

○モデル提示とモニタリングによる共通実践の徹底 
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